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市
議
会

北
九
州 6 月 議 会スタート

　

６
月
議
会
が
10
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
長

引
く
中
で
、「
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
」

や
「
軍
事
費
を
G
D
P
２
％
以
上
に
」

な
ど
の
声
が
政
府
・
自
民
党
内
で
広
が
っ

て
い
ま
す
。「
軍
事
対
軍
事
」
は
戦
争
に

つ
な
が
る
一
番
危
険
な
道
で
す
。「
憲
法

９
条
」
を
生
か
し
て
東
ア
ジ
ア
に
平
和

を
つ
く
る
こ
と
こ
そ
、
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
景
気
低
迷

に
加
え
、
ガ
ソ
リ
ン
、
電
気
料
金
、
食

料
品
な
ど
の
物
価
高
騰
が
、
市
民
の
暮

ら
し
と
営
業
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
議
会
で
は
、
平
和
、
暮
ら
し
の

問
題
と
と
も
に
、
旦
過
市
場
火
災
、
区

域
区
分
の
見
直
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
気

候
危
機
、
補
聴
器
助
成
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
問
題
な
ど
を
取
り
上
げ
、
皆
さ
ん

の
願
い
を
市
政
に
届
け
ま
す
。

　

市
議
団
は
５
月
13
日
、
市
の
「
北
九
州
グ
リ
ー
ン
成
長

戦
略
」
に
つ
い
て
担
当
部
局
と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
こ

の
戦
略
は
、
2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

30
年
ま
で
に
再
エ
ネ
と
水
素
利
活
用
を
目
玉
に
、
技
術
開

発
に
取
り
組
む
も
の
。

　

参
加
し
た
議
員
か
ら
は
、「
地
元
企
業
へ
の
支
援
が
視

野
に
入
っ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
」「
雇

用
や
地
域
経
済
の
活

性
化
に
も
っ
と
結
び

つ
け
る
こ
と
が
必
要
」

「
断
熱
効
果
も
あ
り

地
元
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
の
復

活
が
効
果
的
」
な
ど

の
意
見
・
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

 グリーン成長戦略について意見交換する
市議団メンバー（手前は市担当者）

私たちが質問します私たちが質問します

伊藤淳一 議員（一般質問、30分）
◆ 医療機関でのクラスター発生防止
について

◆ワクチン接種後の後遺症について
◆保健所職員の拡充と増設について

荒川徹 議員（会派質疑、30分）
◆ 令和 4年度一般会計補正予算案に
ついて

◆ 戸畑区一枝岩ケ鼻市民プールの廃
止議案について

永井佑 議員（一般質問、30分）
◆KGG・英語教育について
◆ヤングケアラー支援について

藤沢加代 議員（会派質疑、30分）
◆ 北九州市いじめ問題専門委員会条
例について

◆ 地方創生臨時交付金基金条例につ
いて

山内涼成 議員（一般質問、60分）
◆HPVワクチン接種について
◆補聴器助成について
◆高齢者の交通政策について
◆区域区分見直しについて

高橋都 議員（一般質問、30分）
◆門司港モデルプロジェクトについて
◆事業者・生活困窮者支援について
◆インボイス制度について

出口成信 議員（一般質問、30分）
◆旦過市場火災について
◆省エネ・住宅リフォームについて
◆生活保護世帯の下水道料金減免に
　ついて

グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
で
意
見
交
換

グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
で
意
見
交
換

6
月
議
会
日
程

◆本会議（開会、質疑、一般質問）　６月10日（金）
◆本会議（一般質問）　13日（月）、14日（火）、15日（水）
◆常任委員会　16日（木）
◆常任委員会　議会運営委員会　17日（金）
◆本会議（閉会）　20日（月）　

※請願・陳情の締め切りは6月10日（金） 

物価高騰からくらし、営業を守る対策を
市議団、北橋市長、田島教育長に申入れ

み
な
さ
ん
の
　

み
な
さ
ん
の
　

届
け
ま
す

届
け
ま
す

　北九州市議団は
５月 25日、物価高
騰などから暮らし
と営業を守るため
の８項目の緊急経
済対策を、北橋健
治市長らに申し入
れました。

　市に対して、物価急騰の影響を調査する「物価高騰対策本部」
の設置、学校給食の納入業者に対する財政支援で、児童・生徒
の保護者負担を招かないようにすることなど要望。政府には、
消費税の５％への引き下げ、インボイス制度の中止、急騰して
いる事業用燃油、原材料の引き下げ対策、生活保護基準の引き
上げ、最低賃金の全国一律 1500 円への引き上げ―などを求め、
低所得者への北九州市独自の支援を要望しました。
　応対した梅本和秀副市長は「低所得者の方々が重い負担にな
ることは重々承知している」「支援策の周知は重要」などと答え
ました。

憲
法
９
条
生
か
し

平
和
と
く
ら
し
守
る

緊急経済対策を梅本副市長に申し入れる市議団

声



　

北
九
州
市
内
で
は
２
年
に
１
度
、
市
場
・

商
店
街
で
火
災
が
起
き
て
い
る‒

市
消
防

局
の
「
消
防
年
報
」
か
ら
こ
ん
な
事
実
が

浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　

消
防
局
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
1
9
8
5

年
か
ら
2
0
2
2
年
ま
で
の
37
年
間
で

市
内
の
市
場
・
商
店
街
で
起
き
た
火
災
は

20
件
。
市
場
・
商
店
街
は
市
民
の
台
所
で

あ
り
、
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
存

在
で
、
地
域
の
祭
り
や
文
化
の
担

い
手
に
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。
長
い
時
間

を
か
け
て
培
わ
れ
た
商
店
街
・
市
場
の
人

情
、
文
化
は
、
い
っ
た
ん
失
わ
れ
る
と
簡

単
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
市
場
・
商
店
街
の

火
災
予
防
と
機
能
維
持
は
市
政
に
と
っ
て

大
き
な
課
題
で
す
。

2
0
1
6
年
12
月
の
新
潟
県
糸
魚
川

市
の
大
火
は
、
強
風
で
被
害
が
拡
大
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
糸
魚
川
市
と
日
本
共

産
党
を
は
じ
め
、
全
会
派
が
一
体
と
な
っ

て
「
自
然
災
害
」
と
認
定
す
る
よ
う
国
な

ど
に
働
き
か
け
、
災
害
救
助
法
、
被
災

者
生
活
再
建
支
援
法
が
適
用
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
が
れ
き
撤
去
等
の
費
用

４
億
７
７
０
０
万
円
の
予
算
が
可
決
さ
れ

る
な
ど
、
被
災
者
の
大
き
な
支
援
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
に
学
ぶ
こ

と
が
必
要
で
す
。

が
れ
き
撤
去
に
も
支
援
制
度
を

  

市
議
団
、
鷹
木
議
長
に
申
し
入
れ

5
月
26
日
、
市
議
団
は
鷹
木
議
長
に
対

し
、
火
災
を
含
め
た
災
害
で
被
災
し
た
市

場
・
商
店
街
に
対
し
「
が
れ
き
の
撤
去
」

に
も
適
用
で
き
る
恒
久
的
な
支
援
制
度
の

創
設
を
市
議
会
と
し
て
市
長
に
要
請
す
る

こ
と
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
の
足
を
守
れ

5
月
14
日
、
平
和
と
く
ら
し
を
守
る
北
九
州

市
民
の
会
が
高
齢
者
の
足
を
確
保
す
る
た
め
の

政
策
学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
最
初
に
北
九
州

市
の
都
市
交
通
政
策
課
長
が
、
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
交
流
会
で
は
山
内
涼
成
市
議
が
若

松
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
。
参
加
者
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
対
策
と
と
も

に
共
通
し
て
タ
ク
シ
ー
利
用
の
必
要
性
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
公
共
交
通
の

充
実
を
求
め
な
が
ら
、

J
R
や
バ
ス
は
も
ち

ろ
ん
、
タ
ク
シ
ー
に
も

利
用
で
き
る
高
齢
者
福

祉
乗
車
券
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　公益財団法人北九州市学校給食協会が取
引事業者に対し、来年 10月１日実施予定
の「インボイス（適格請求書）発行事業者」
に登録するかどうかの意向調査を始めてい
ます。
　給食協会は、給食納入業者がインボイス
を発行できなければ、その分の消費税を負
担することになります。そのため免税事業
者は身銭を切って消費税を納付するか、取
引をやめるかの選択を迫られます。
　市議団は、実態調査とともに、中小事業
者を取引から排除するインボイス制度の延
期・中止を求めています。

総務財政委員会 経済港湾委員会 教育文化委員会 保健福祉委員会 環境水道委員会 建設建築委員会
大石　正信 高橋　都 ◎藤沢　加代 ◯荒川　徹 出口　成信 ☆山内　涼成

永井　佑    伊藤　淳一

日本共産党各議員の常任委員会配置 （◎委員長、○副委員長、☆議会運営委員）

「高齢者の足を守れ」と開かれた学習会

インボイス登録の意向に
ついての調査表

市場・商店街を火災から
守 れ

一日も早いガレキ撤去を
店舗再開への支援を
市場の文化を守ろう

市場・商店街火災の件数（1985年以降）

田村衆議院議員、高瀬県議とともに被災した市場関係者か
ら、悩みや要望などを聞き取る市議団メンバー＝４月24日

※北九州市「消防年報」などから作成。1985 年以降、2022 年ま
での37年間に、市場や商店街で20 件の火災が起きた計算になる。
焼損面積は計 29,331㎡に及ぶ。各区の件数は 八幡西（2）、八幡東
（5）、戸畑（3）、小倉北（８）、門司（１）、若松（１）

旦過市場の役員らと懇談する（右から）
出口、大石の両市議＝5月10日

インボイス導入で学校給食協会が意向調査高齢者乗車券問題  「市民の会」 が政策学習会

　

旦
過
市
場
火
災
を
機
に

市
は
、
被
災
し
た
事
業
者

に
「
空
き
店
舗
活
用
事

業
」
に
特
例
措
置
を
設
け
、

1
2
0
万
円
を
上
限
に
営

業
再
開
支
援
を
行
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

被
災
か
ら
営
業
再
開
の

た
め
に
は
「
一
刻
も
早
い

が
れ
き
撤
去
」
が
第
一
関

門
と
な
り
ま
す
が
、
公
的

支
援
が
な
い
の
が
実
情
で

す
。
鷹
木
議
長
は
「
各
会

派
の
意
見
を
聞
い
て
調
整

し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

◆1985 年 八幡西区 黒崎 3丁目 1120㎡

◆1986 年 八幡東区 中央町商店街 906㎡

◆1986 年 戸畑区 岡田市場 1674㎡

◆1987年 八幡西区 折尾中央市場 1081㎡

◆1988 年 小倉北区 黄金町市場 1153㎡

◆1989 年 門司区 東門司商店街 2301㎡

◆1995 年 戸畑区 旭町商店街 1731㎡

◆1996 年 小倉北区 魚町 3 番街区 3772㎡

◆1996 年 小倉北区 京町木造商店街 1291㎡

◆2001年 八幡東区 中央町商店街 818㎡

◆2001年 戸畑区　 戸畑中央市場 982㎡

◆2002 年 八幡東区 中央町商店街 965㎡

◆2011年 小倉北区 中原市場 780㎡

◆2011年 小倉北区 富野市場 3045㎡

◆2012 年 若松区 あやどり市場 1546㎡

◆2012 年 小倉北区 赤坂市場 323㎡

◆2013 年 八幡東区 八幡中央商店街 681㎡

◆2014 年 小倉北区 魚町銀天街 1612㎡

◆2016 年 八幡東区 祇園町 1626㎡

◆2022 年 小倉北区 旦過市場 1924㎡

2
年
に
1
度   

市
内
で
市
場
・
商
店
街
火
災
！

小
倉
北
区
の
旦
過
市
場
火
災
で
被
災
さ
れ
た

み
な
さ
ま
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す


